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国際電気通信連合電気通信標準化局長への立候補について 

令和３年１２月２日 

総務省 国際戦略局 

通信規格課 

 来年９月２６日から１０月１４日にかけて、ルーマニア・ブカレストにおい

て国際電気通信連合（ＩＴＵ）全権委員会議が開催される。全権委員会議は４

年に一度開催されるＩＴＵの最高意思決定機関であり、ＩＴＵの戦略、財政、

組織等が審議されるほか、理事国の選挙並びに事務総局長、次長、電気通信標

準化局長等３局長の選挙が行われることになっている。 

我が国政府は、この度、事務総局長等５つの選挙職のうちの電気通信標準化

局長選挙において、日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）ＣＳＳＯ（Chief 

Standardization Strategy Officer）の尾上 誠蔵（おのえ せいぞう）氏を

候補者とすることに決定した。 

 尾上 誠蔵氏は、移動通信システムの業界団体の中で標準化から技術開発の

両面で主導的な役割を果たしてきた。特に、各種国際標準化団体のボードメン

バーとなり、無線アクセスネットワークからコアネットワーク、ユーザー機器

やアプリケーションに至るまであらゆる分野に携わり、関係事業者等との調

整を行うなど、移動通信システムの標準化に向けて国際的に活躍しており、こ

れまでの功績が関係諸国から高く評価されている。 

 今般のＩＴＵの幹部職員選挙で選出される次期電気通信標準化局長は、

2030 年代の経済・社会基盤として期待される次世代通信ネットワークの標準

化を主に担うものと想定される。情報通信分野における我が国の国際競争力

の確保を図るとともに、高度な情報通信システムの実現による豊かな国民生

活を享受する上で、我が国として標準化活動の一層の強化に取り組むことが

重要であり、ＩＴＵ標準化部門のトップに人材を送ることは大変意義がある

ものと考えられる。 

 今後、我が国は、尾上 誠蔵氏のＩＴＵ電気通信標準化局長への立候補につ

き、ＩＴＵ加盟国の支持獲得に努めていく考えである。 

資料１８－３ 



１．ITU憲章・条約等の改正

２．ITU幹部職員等(※)及び理事国選挙

３．2024年-2027年戦略・財政計画

４．ビジネス継続のための諸手続の改正

ＩＴＵ全権委員会議について

○ 4年に1度開催。ITUの全構成国の代表が参加するITUの最高意思決定機関。

○ 憲章・条約等の改正、事務総局長を始めとする幹部職員等及び理事国の選挙が行われるほか、2024年から4年間のITUの活
動方針(戦略計画)、予算の枠組(財政計画) 等について審議。

全権委員会議

○ 2022年9月26日から10月14日まで

○ ブカレスト(ルーマニア)

開催時期及び場所

我が国は、理事国選挙に再選立候補するとともに、電気通信標準化局長選挙に尾上誠蔵氏(日本電信電話(株)CSSO(Chief Standardization 
Strategy Officer))を擁立

ITU
○ 電気通信に関する国連の専門機関(国際電気通信連合(ITU：International Telecommunication Union))

(本部：スイス・ジュネーブ、193の加盟国と約700の民間機関で構成)
○ 主要任務は、①国際的な周波数の分配、②電気通信の標準化、③開発途上国に対する支援。

主要議題

※ITU幹部職員等：事務総局長、事務総局次長、無線通信局長、電気通信標準化局長、
電気通信開発局長、無線通信規則委員会(RRB: Radio Regulations Board)委員
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